
情報Ⅰ×探究の実践

尺度という概念を手に入れることで
各単元の学びを一段階深めることができる
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情報って？

じょう-ほう【情報

②判断を下したり行動を起こしたりするために必要
な、種々の媒体を介しての知識。
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事象を情報とその結びつきで捉え、
複数の情報から新たな価値を見出す

「情報」の視点
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新しい知
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情報

情報

情報
情報

情報

様々な情報を収集

分析・整理・融合

効果的に表現

モデル化とシミュレーション
プログラミング

情報 １次資料/ ２次資料

ブレスト・KJ法
マインドマップ
OODA サイクル

課題解決
新しい価値

社会

理科

数学

国語

プレゼン
ポスター

論文
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はじめての「課題研究」

情報
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基礎
探究×

３単位構成で授業（高１）



探求＝従来型の“調べ学習”に相当

Å

探究＝答えのない問や問題に対して、仮説をたて検
証を繰り返し、自分なりの答えを見つける
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既知の領域

Ṭ

未知の領域

円の外側を
科学する

( 注) 調べ学習はこの円の中
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知

知の消費者 知の生産者

知

自ら学ぶ

ファシリ
テート
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2023 年から情報Ⅰへ
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１．情報社会の課題解決Ｑ

２．コミュニケーションと情報デザイン

３．コンピュータとプログラミング

４．情報通信ネットワークとデータの利用

Ḳ  
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違い・疑問についてブレスト
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取り組むキーワードについて意見をもらう
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言語化＋外化

フィードバック＋内化



１. 先行研究を調査する
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調べた先行研究を図解化
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調べた先行研究を図解化
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言語化＋外化

フィードバック＋内化



既知の領域

Ṭ

未知の領域

既知の領域

Ṭ

既知の領域を
確認することで

境界線が
明確になる
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未知の領域

既知の領域

Ṭ

未知の領域が
どこから

どこまでか
ハッキリ分かる
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未知の領域を
どう科学していくか

ể
ḵṕ Ṗ
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統計
データ
を分析

する

独自
アンケート

を分析
する

実験
データ
を分析

する

未知を明らかにする方法は３種類
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３種類の方法にどういう違いがあるか

因果関係

統計＜アンケート＜実験

因果関係をどれだけ明ら
かにできたかが重要
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統計データを分析する
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＜メリット＞

ṕ
Ṗ

Ễ
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ể 農
業就業人口が少ないところほどパンの消
費量が多い傾向（負の相関）

統計データでどんなことが分かるのか（例）
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ể 農
業就業人口が少ないところほどパンの消
費量が多い傾向（負の相関）

統計データでどんなことが分かるのか（例）

農業就業人口が少ないところはパンの消費量が多い

こと[ 相関関係] は分かった。

農業就業者がパンをあまり買わない・食べない
からかどうか[ 因果関係] は

統計では分からない。

これが統計の限界点。
→その因果関係を調査できる方法は、「アンケート調査」
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＜メリット＞

農業従事者に対してパンを買う頻度 パン
をよく買う人に対して農業従事者が家族親戚にいる
かどうかṕ Ṗ
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アンケート調査とは

27

因果関係を確認
深い本質的な部分を明らかにする

有効回答数は50 件以上必要

50
Ṭ
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ὕ

Ḳ
 

＜メリット＞

ṕ 日常に即した条件で実験
をやらないと意味がなくどうやって測りデータ化するか

Ṗ
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検証実験とは
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ṆṆ

ṕ Ṗ
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既知の領域

Ṭ

未知の領域

( 注) 調べ学習はこの円の中

ṕ Ṗ
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スライドを表示
プレゼンター

Chromebook で録画

ルーブリックに従って
聴き手はフィードバック
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言語化＋外化

フィードバック＋内化
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Excel で相互評価
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ルーブリック各項目の評価

発表時間とクラス順位

クラス平均と比較できるレーダーチャート

みんなのコメント（名前は分からない）

全体の中の自分の位置や苦手が明確にわかる
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ふりかえり・自己評価と課題設定

探究を探究する
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ここから今日の本題
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Ṗ ễịṹ

ểỂṹ

¬ ểỂ º

ṕ Ṗ

0ṹ

【参考】セルシウス温度
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ᾩ↓ Ḹ

名義尺度 順序尺度 間隔尺度 比例尺度

41

♃כ♦♃כ♦

ṕ Ṗ ṕ絶対的なṖ

ṕA B 2 etcṖ
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“尺度”について意識すると・・・

Ｑ．カレーは好きですか？
        

42

Ṅ

Ṅ
ẓ尺度を回答者側に委ねてしまっている設問
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同じ尺度ではかることを意識すると…

Ｑ．どれくらいの頻度でカレーを食べますか？

ể 1 2 1 1

Ｑ．外食をする際にカレーを選ぶ割合はどれくらいですか？

 2 1 5 1

Ｑ．知っているカレー屋の名前は何個ありますか？
10 5~9 3~4 1~3
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ẓ調査者が尺度の主導権を握ることで回答がブレない
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実験もより深まる

Å ¬ º

Å

Å ¬ º
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実験もより深まる

Å

A B C

Å

ï

ểṌễ
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ご清聴ありがとうございました。
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